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２次曲線では円錐曲線の定義と標準形を理解し、条件にあった２次曲線の標準形の方程
式が求められること。平面および空間のベクトルでは、ベクトルの定義を理解し、ベク
トルの各演算が行えること。また図形への応用としてベクトルを用いて直線や平面など
の方程式を導けること。行列ではその定義を理解し、各演算が行えること。逆行列の定
義を理解し、逆行列を求められること。

担当
数学Ｂ[数Ｂ]

Mathematics B

概　要

学科
学年

科目
分類

Ｃ２

科学技術の基礎として数学は欠かせない学問である。本校で開講する数学は基礎的な解
析学の初歩および線形代数に当てられている。数学Ｂは、線形代数およびそこにつなが
る数学の基礎事項を解説する科目としておおむね位置付けられている。本講義は１年次
で学んだ数学の基礎の上に、２次曲線、平面および空間のベクトル、行列の基礎の３項
目に厳選し、さらに進んだ数学を理解するための橋渡しとする。

ガイダンス
２次曲線        円の方程式
                楕円

授業計画

第 1回
第 2回
第 3回

                双曲線
                放物線
                ２次曲線の接線
                不等式と領域

第10回

                球の方程式
                ベクトルの線形独立・線形従属

                ベクトルの成分（３次元）
                ベクトルの内積（３次元）
                直線の方程式
                平面の方程式

                ベクトルの平行と垂直
                ベクトルの図形への応用
定期試験（前期末試験）

第 4回

第12回
第13回
第14回

第 8回

第11回

第 5回
第 6回
第 7回

第 9回

空間のベクトル  空間座標

行列            行列の定義

定期試験（前期中間試験）
平面のベクトル  ベクトルの定義
                ベクトルの演算
                ベクトルの成分
                ベクトルの内積

定期試験（後期中間試験）

第18回
第19回
第20回

第15回
第16回
第17回

更新日時

                逆行列
定期試験（後期末試験）

備　考

質問に来るときは出来る限りアポイントを取って欲しい。hmatsu@numazu-ct.ac.jpに
メールで送ってもよい。ただし、メールの本文かタイトルに自分のクラスと名前を書く
こと。

第28回
第29回
第30回

オフィス
アワー

数学ＡⅠ、ＡⅡ、数学Ｂ

定期試験80%，レポート・演習課題20%で計算し、60点以上を合格とする。

新訂 基礎数学、線形代数、基礎数学問題集、線形代数問題集（大日本図書）
新偏 高専の数学１問題集、高専の数学２問題集（森北出版）

評価の基準と
方法

関連科目

教科書
器材等

                行列の和・差、数との積

授業アンケー
トへの対応

2008年10月1日更新

第25回
                行列の積（定義）
                行列の積（演算法則）

第26回

板書をとる時間をとるように心がける。ゆっくり話すことを心がける。

                転置行列

会議のない平日の16:30～18:00

第27回

第21回
第22回
第23回
第24回


